
 

図 1 神奈川水再生センターの処理の概要 
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1. はじめに 
 横浜市では、東京湾における富栄養化対策として、平成 8 年度より水再生センター反応タンクの高度処理

化を進めている。神奈川水再生センターでも平成 11～14 年度にかけて 4・6 系が整備された。これら 2 系列

に続き、今年度は標準法の 1 系を 4 月より処理停止し、高度処理化を行っているところである。 
ここで、1 系の処理停止によりセンターの高級処理能力が大きく低下することが問題となる（320→240 m3/

分）。高級処理能力の低下による影響として、他の稼働系列の負荷増大や降雨時の簡易処理水（以下「簡易」）・

直接放流水（以下「直放」）の増加、降雨後の晴天日における処理能力不足などが懸念される。 
 今回は、1 系処理停止による水処理への影響について、停止後半年間の状況の調査結果を報告する。 
2. 神奈川水再生センターの概要 
 神奈川水再生センターの概要を右に示す。

当センターの流入幹線は大部分が合流式で

あり、大きく分けて高段・低段の二つがあ

る。高段はセンター沈砂池へ流入後、処理

系へ入る。低段の大部分は保土ヶ谷・桜木

ポンプ場を経由し、センター処理系へ入る。

処理系では最初沈殿池（以下「初沈」）を通過させた後、反応タンクにより活性汚泥処理を行う。反応タンク

には、1、2、4～6 系の計 5 系列がある。その後、最終沈殿池で処理水を活性汚泥と分離し、塩素滅菌後川

へ放流している。 
当センターは合流式であるため、降雨があると通常時の下水に加えて雨水も流入する。流入水量が増え高

級処理能力を超える場合は、まず初期雨水をセンター・ポンプ場の雨水滞水池に貯留する。降雨により満水

になった場合は初沈から簡易が流出し、続いてセンター・ポンプ場から直放が流出する。雨水滞水池へ貯留

した水は、降雨終了後の晴天日で高級処理能力に余裕のある時に処理系列へ返送し、高級処理している。 
3. 今年度の運転方法について 
 今年度の運転では、これまで 1 系で処理していた水量を、他系列へどのように振り分けるかが大きな課題

となる。そこで、まずは硝化が進む限り、高度処理系（4・6 系）へ振り分けることとした。さらに標準系に

ついては、空気量の確保しやすい 5 系へ振り分けた。また、処理については例年よりも硝化を優先させ、硝

化後退の場合は処理水量を減らして対応した。なお、これまで高度処理系ではりん除去向上のために降雨対

応（降雨時の水量増加・循環ポンプ停止）を行ってきた。しかし今年度は例年に比べ晴天時の水量を多くし

負荷を高めているため、りん除去対策は十分と判断して行わないこととした。 
4. 水処理状況の調査 
 今年度の１系停止後（4 月 10 日～8 月末）の水処理状況を、過去三年間（平成 22～24 年）の同時期の状

況と比較することとした。水量・水質データは週報または月報に記載のものを使用した。4・6 系はまとめて

高度処理系として扱うこととした。 
 



 

図 2 各反応タンク処理水量の内訳 

図 3 センター・ポンプ場処理水量に占める 
高級・簡易・直放水量の内訳 

 

図 4 処理水アンモニア性窒素濃度の比較 

調査項目は、①高級処理水量に占める各反応タンク処理水量の内訳、②センター・ポンプ場処理水量に占

める高級・簡易・直放水量の内訳、③処理水質（アンモニア性窒素、全窒素、全りん、COD、BOD）、④セ

ンター・ポンプ場の滞水池からの返送完了にかかる日数、以上 4 点とした。①、②については対象期間全体

の平均値を用いることとした。④の調査にあたっては、日量 10 mm 以上（センター・ポンプ場平均）の降

雨時を対象とした。日数については、空の滞水地へ初期雨水を入れ始めてから、返送完了後再び滞水地が空

になるまでの日数をカウントした。 
5. 調査結果および考察 
 ①高級処理水量に占める各反応タンク水量の内

訳を図 2 に示した。1 系でこれまで処理していた

19％分の水量が、2 系 5％、5 系 8％、高度処理系

6％に振り分けられており、高度処理系と 5 系へ

多く振り分けるという目標を達成できていた。 
②センター・ポンプ場処理水量に占める高級・

簡易・直放水量の内訳を図 3 に示す。今年度は簡

易・直放の割合が増える懸念があったが、実際に

は過去 3 年間より減っていたことが分かった。こ

れは今年度の降水量が、過去に比べ三割ほど少な

かった（今年度合計 470 mm に対し過去 690 mm）こと

が影響していると考えられる。そこで、今年度に過去と

同量の降雨があった場合をシミュレーションした結果が

図 3 中最下段である（高級処理水量が変わらず、降雨で

増えた水量分を簡易・直放として今年度と同様に排出し

たと仮定）。例年に比べ割合として簡易が3倍（2→6％）、

直放はセンターが減る（3→2）一方で、ポンプ場で 2 倍

以上となる（4→9）可能性が示された。 
 ③処理水質について、硝化優先運転の効果の確認のた

め、図 4 に処理水中アンモニア性窒素濃度を示す。今年

度当初は前年度からの処理悪化が続いていたものの、次第に例年並みとなり、0.5mg/L 以下をほぼ維持して

目標を達成できた。他の項目についてもほぼ例年通りの処理が行えていた（詳細は講演時報告）。 
 ④滞水池からの返送完了にかかる日数については、過去の 3.0 日に対し今年度が 6.3 日と 2 倍以上となっ

ていた。今年度は高級処理能力の減少によって、降雨後の晴天日に滞水池返送水を処理する余裕が例年より

少なくなり、返送完了までに時間がかかっているという実態が明らかになった。また、返送完了に時間がか

かることで、返送完了前に再び降雨があった場合に、簡易・直放が出やすい状況となっていた。 
6. 今後の運転方法について 
 今年度のこれまでの水処理では、水量配分と処理調整により、滞水池からの返送完了に時間がかかること

以外に大きな問題は生じていないことが分かった。しかしこれは、調査時期が春季・夏季と比較的処理が進

みやすい時期であったこと、また降雨が例年よりも三割程度少なかったこと、という二つの要因が大きい。 
 今後秋～冬となり、反応タンク水温が下がるにつれ、これまでと同じ処理水量では処理が進まなくなる可

能性が高い。対策として、引き続き硝化優先で処理を行うため、水量の削減や好気槽の延長などを検討中で

ある。                                              
問合せ先：神奈川水再生センター  田村 瞬 （電話番号 045-453-2641） 
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